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●安全上の注意●

ご使用(運転、保守。点検等)の前に必ずお読み下さい。
お読みになった後は必ず保管 して ください。

GYセ ンサーのこ
｀
使用に際しては、必ずこの取扱説明書をよくお読み頂くと共に、安全に

対して充分に注意を払つて、正しい取扱いをして頂くようお願いいたします。

本書では、安全注意事項のランクを 『危険』、『注意』として区分しております。

◇危険
取り扱いを誤つた場合に、危険な状況が発生し、作業者が

死亡または重傷を受ける可能性が想定される。

△注意
取り扱いを誤つた場合に、危険な状況が発生し、作業者が

中程度の傷害を受ける可能性が想定される。

または物的損害が発生する可能性が想定される。

なお、△ 注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性もあり
ます。いずれも重要な内容を記載しておりますので必ず守つてください。
この取扱説明書はGYセ ンサーを実際にご使用になる方のお手元に必ず届 くようにお取 り
はからい下さい。

◇危険 【設計上の注意事項】
ロセンサーが故障して出力が不定となった場合、システム全体が安全側に働 くように設計
を行うか、安全回路を設けて下さい。

ロマグネット、ケーブル、電源等の異常やノイズ、振動、衝撃等によリセンサー出力が不定と
なった場合、システム全体が安全側に働 くように設計を行うか、安全回路を設けて下さ
い 。

◇危険 【使用上の注意事項】
ロフ
°
ローフ
゛
ヘット
゛
カハ ―゙を開 けた ままだ と防爆性能 が失 われ ます。通電 す る前に必ずフ

°
ロ

ーフ
゛
ヘッドカハ ―゙を閉めて下 さい。

□通電状 態でフ
°
ローフ
゛
ヘッドカハ ―゙を開 け る と防爆性能 が失 われ ます。フ

°
ローフ ベット

゛
カハ ―゙

を開 け る場合 は電源遮 断後 に時間 をおいて行 って下 さい。

ロロット
゛
お よびフロートまたは検 出マク

゛
ネットにフ
°
ラスチックを使用 す る場合 の表面積 は「防爆構

造電気機械 器具型式検定力
゛
イト
゛
(国際規格 に整合 した技術 的基 準関係 )」(社 )産業

安全技術協会安全技術協会編 第 1.2 . 2項 フ
°
ラスチック製容器 に従 つて下 さい。

△注意 【使用上の注意事項】

□定格仕様を越えて使用しますと、誤動作、故障の原因となります。



ロセンサーの取付、配線作業は必ず電源を遮断してから行って ください。 通 電状態での配線

作業は故障の原因となるだけでなく、防爆性能も失われます。

□定格と異なる電源を接続 したり、誤配線をすると、火災、故障の原因となります。電源

投入前に必ずご確認下さい。

□端子のゆるみが無いか、電源投入前に必ずご確認下さい。

□電源及び出カケーフ
゛
ルを電力 ・動カケーフ

゛
ル等と結束するとノイス

゛
の影響を受ける場合がありま

す。適切な距離を空けるか、電線管等で保護して下さい。

□仕様変更・分解・改造は絶対に行わないでください。火災、故障の原因となります。



1 .概 要

Mo d e l  G  Yシリース
゛
はWi e d e m a n n効果による磁歪現象を応用 した工業用変位センサです。

センサーフ
°
ロフ
゛
に沿つて移動するマク

゛
ネットにより、特殊な磁歪線の上にね じり歪みが発生し、その歪の

伝播時間を測定することによって位置を知るアフ
゛
ソリュト方式の変位センサです。

1. 1動作原理

左図は基本的な動作図を示します。
磁歪線に矢印Aの 様な電流ハ

°
ルスを与える

と磁歪線に円周方向の磁場を生じます。
マク
゛
ネットを図のように配置 したとすると、

その部分にのみ軸方向磁場が与えられ、点
線で示すような斜めの磁場が生じ、このた
めに磁歪線のこの部分にね じりを発生させ
ます。
この現象を Wi e d e m a n n効果といいます。
このね じりは一種の振動ですから、金属で
ある磁歪線上を音速で伝播することにな り
ます。
液面計ではフロート内部にマク

゛
ネットが内蔵され

ています。

GYシ リース
｀
変位セガーでは、この超音波の伝播時間を計測 します。

1.2防 爆構造

本センサーは耐圧防爆構造を有する液面計(変位センサ)です。
防爆構造記号は Exd ll C丁6 で あり、ほとんど全てのがス・蒸気雰囲気で使用できます。
防爆記号は下記のように分類されています。

Ex  d  ‖   C

がスI蒸気}の発 lA 7温庁 摘用で きる電気樺器 (防爆 樺器 )の潟庁等級

450°Cを麟,る t,の Tl ・ T2  T3 ・ T4 ・ T5  T

300°C    ノ/ T2・ T3・ T4  T5 ・ T6

200°C    ′′

:00°C
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防爆 電 気機 器 のク
・
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型式検定合格記号は□
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ド径

′|: | :つ
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す
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円周方向磁場



1.3型 式説明

E←GYd  S―A□ □―□□□□一□(□

加 ク

A:0～10V電 圧出力
B:4～20mA電流出力
C:他の出力

R3/4

R : 出 力 増 加
ケーフ
゛
ル外径
1:φ 8 -φ 10
2 :φ 10～φ12

有効ストローク

ロッド全長
出力方向
D:液面上昇で出力減少
R:液面上昇で出力増加

ロッド長

D :出力増加

ロッドイ蚤

基本型式

(型式説明イメージ図)

2.変 位センサーの取扱い

複雑な調整は全 く不用でセンサ
ーに電源を供給すればフロート、検出マク

゛
ネットの移動に比例 した電圧また

は電流の変化を直ちに知ることができます。
正 しくご使用いただくために下記の項目にご注意下さい。

2.1センサーカハ
S―
(蓋)の開け方

本センサーは耐圧防爆構造を有する液面計です。従つてセンサ
ーカハ―゙の開状態では、センサー部が耐圧容器と

ならないため防爆性能が失われて しまいます。誤つてカハ
―゙を開けられないようにするため、カハ

―゙を

開けるには専用工具を必要とします。
専用工具は対辺24mmの六角棒レンチで、センサ

ーカハ―゙の頭部にある凹に差 し込んで回します。

専用工具

(フ
・
□―フ ベッド

センサーカバー

爆発性がス・蒸気雰囲気中で開ける場合、すでに通電中の時はセンサ
ー回路のコンテ

゛
ンサーに充電されたエネ

ルキ―゙を放電させるため、電源遮断後 1分間以上を経過 した後に行つて下さい。

一/―′―/″/―/―/～/一/―′―ノー′―/―/―/″イー/―/一/～/～/―′一′―/～/―/″/一/―/一′一イー/‐ 2-/～ /～/`

ロッド径
10:ロッド径φ10
1 4 :ロッド径φ13. 8

む込乱
″
珍



2 _ 2ケーフ
゛
ルク
゛
ランドの取付

①ケフ
゛
ルク
゛
ランドの構成部品は、下図の部品群(品番A、B、C)に大別されます。

品番A 品番B

/~~~~~~~~~―
―――一―一―一 ――――――

クランブ

品番B
クランブナツト

バッキンク
゛
ランド

②品番Aをフ
°□―フベッドにねじ込み、六角穴付き止めねじ(M3)を六角棒〃1・ナ(呼び1.5)でねじ込み固

定します。

齢√
ノ鳳ＨＨ一‐‐′ノⅣ′／
／／
／一

1品
番A

スクリュウ パッキンケース パッキン



③ケーフ
゛
ルを品番B、Cに通し、||°ッキングランド及びクランフ

°
ナツトをスハ
°
ナでねじ込みます。

締め付け後、ケーフ
゛
ルを手で引つ張つて固定されていることを確認します。

クランプナット

品番B 品番C

④品番Bを品番Aに挿入し、品番C■ニオンナットを熱
°
ナで締め付けます。

⑤■ニオンナットの六角穴付き止めねじ(M3)を六角棒スハ
°
ナでねじ込み固定します。

六角穴付止ねじ

⑥取り外すときは逆の順番で行つて下さい。
一 ′一 ′一 /一 /一 /一 /″ /― ノー イー /― /― /一 /一 /一 /一 ′― ノ～ ′― /… /～ ′～ ′一 ′一 /～ /～ /″ /～ /一 ― イー ′月

 4-/―
ノ… ′メ
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ユニオンナット

|
〇
×
∽



2.3結 線

ケーフ
゛
ルをセンサーの端子台に接続 します。

端子はM4用を使用 します。

8以下

|:::::[:[::】 )lIIII]   /8以

または

ケーフ
゛
ルは―括シールド編組線付き(シールド線)を使用 します。

誤接続は故障の原因になります。電源投入前に必ずご確認下さい。

端子台 標蜂育ヒ 主意事項

+24V 電源+24V 王ヽ

無接続 ,主10

電源 OV 注 1 , 5

SHLD シールド編組線 ,主5,7

COM 出カコモン 主2,3,4,5

I out 電流出力 王ヽ

V out 電圧出力 王ヽ

ALM アラーム信号 注4

上
〓 接地線 ,主7,8,9

注 1.電源は「+24V」、「OV」端子に接続 します。
2.電流出力は「I out」から出て「COM」にもどります。
3.電圧出力は「V out」と「COM」端子間に出力されます。
4.アラーム信号はオーフ

°
ンコレクター出力でフロート(または検出マク

゛
ネット)の故障、脱落時にオンとなります。

(]レクター電圧DC30V、コレクター電流50mA)

5.「OV」を「COM」端子の代用としてはいけません。「OV」と「COM」端子は別の線を使用してください
6.シールド編組線は「SHLD」端子に接続 して ください。また、他端を電源装置側でOVに接続 して くだ
さい。
7。シールド編組線を接地線として使用する場合は接地端子「告」に接続 して ください。(「SHLD」端子
は無接続で御使用下さい。)
8.接地線は端子台でな く接地端子「書」に接続 して下さい。シールド編組線を接地線として使用す
る場合は上述注記 7項 を参照 して下さい。
9.接地がインハ―゙ター、サーホ

゛
モーター等の接地線と共用になっている場合はそのノイス

゛
影響を受けること

があります。その場合はケ
ーフ
｀
ルに接地線を設けず、接地は専用接地線を使用 してセンサーケースの外

部接地端子に接続 して下さい。

2SC3325

- / t . -  5



10.NCは無接糸売です。
11_ケーフ
゛
ル長は電圧出力の場合10m、電流出力の場合100mを目安に御使用下さい。

(接地i詰子)
接地については「1ゲ のための工場防爆電気設備力

゛
イド」労働省産業安全研究所編 第934

1頁によります。
実際には上述注記 7～ 91員を参照 して下さい。

24フ
°
ロガの取付

基本的には、フランシ ・゙取付金具として強磁性体を使用しても問題ありません。
取付に際 し、フ

°
□―フ
゛
を溶接することはできません。(溶接の熱により故障 します。)取 付ね じ部に

シールテフ
°
を御使用下さい。

フランシ
゛
の溶接については御発注時にあらかじめ指示いただけます。(オフ

°
ション)

フランジ取lNl金具
・強磁性休可
・溶接不可

支持金具
・強磁性休不可
・溶接不可
・ロット
゛
部穴あけ不可

支持金具
。強磁性休可
・溶接不可
・ロット
゛
:陳あけ不可

フ
°
日―フ
゛
のロッド部分を支持する場合、ロツド部はハ

°
イフ
°
構造のためロッド部に穴を開けてはいけません。

また、上述のように溶接することはできません。
フ
°
□―フ
゛
ヘッドとフロト(マグネット)間を支持する場合、支持材料は非磁性体(ステンレス、アルミニウム、黄銅など)を

御使用下さい。

一 /一 ′ ― /一 /― ′ ～ ′ ― ン ″ ′ 一 /一 /― /～ イ ー /― /― /一 /― ′ 一 /一 ′ 一 /一 /― ′ ～ ′ ― ′ ～ /～ /一 /― /一 /一 ノ ～ - 6-′ ～ /一 /J



2 5 フ
°
ローフ
゛
θ)テ
゛
ット
゛
ソ―゙ン

フ
°
ロフ
゛
は、根元 (フ

°
ロフ
゛
ヘッドに近い方)と 先端にテ

゛
ッドソ
゛
ンがあります。

根元のテ
゛
ッドソ
・―ンは、マク

゛
ネットがフ
°
□―フ
゛
ヘツドに近づくとマグネツトの磁束がフ

°
ロフ
゛
ヘッド内の歪検出部

に影響を与えるため生します。
先端のガッドソ

゛
ンはフ
°
ロガの終端で歪信号が反射するのを防 ぐための夕リヒレク

゛
ソ ンがあるため

に生しまり。
とちらのテ

゛
ッドソ
｀
ンt,マク
゛
ネットがこの部分に位置 した場合の出力は無効です.

寸法は 5外 形図 を 律,参照下さい。

2.6 フロート

GYセンサーは磁石を内蔵したフロートを用いることで高精度液面計となります。
フ
°
□―フ
゛
はご指定のフロートで最大性能が出せるよう調整してあります。従って、ご指定以外のフロート

を使用すると出力が不定となる場合もありますので使用しないでください。
フロートには方向性がありますのでご注意下さい。

(φ50SUS316フロート)

比重: 0 . 5 3

偲濃距王:0 . 9 8 M P a

注 .刻印のない方をフ
°
0-フ
・
ヘツドに向け挿入します。

(φ40SUS316(B)フロ
ート)

φ15。2

比重: 0.52

1ME:1.4MPa

注 .夕
・
イヤマークを フ

・
ローフ
・
ヘット
・
に 向 け 挿 入 し ま す 。

∝

ヽ
　
　
，

同

∃| | |

φ15
|

メイ7て
/́38.

ヽ
ト

- r - / -  
7  

- r - r - . - a - a - / a / - . - t a a - a - t - / - . - t - a - / - a - / - r - t - a - t - / - a - t - t - , - / - r F / * / a



2 . 7マク
゛
ネット

検出マク
゛
ネットは下記を用意 しています。

フ
°
□―フ
゛
はご指定のマク

゛
ネットで最大性能が出せるように調整 してあります。

従つて、ご指定以外のマク
゛
ネットを使用されると出力が不定となる場合もありますので使用 しない

て下さい。

(N o .丁16 - M 2型)

注1.セットねじと反対面をフ
°
D―フ
゛
ヘッドに向け挿入してください。

2.上記斜線部には強磁性体を置いてはいけません。

(″ヽ ―゙を付ける場合はSUS、アルミニウム、黄銅等非磁性体をご使用下さい。)

( N o .丁1 4 - M 2型)

注1.ねじ部倶Jをフ
°ローフベツドに向け挿入してください。

2.上記斜線部には強磁性体を置いてはいけません。

(加ヽ
・―を付ける場合はSUS、アルミウム、黄銅等非磁性体をご使用下さい.)

3.ロット
゛
径φ13.8には使用できません。

2.8供 給電源

本フ
°
□―フ
゛
には安定化された直流電源を加 えて下 さい。スイッチンク

゛
レキ
゛
ュレーターをご使用の場合は、ノイ

だアルターの接続など外舌レイだの侵入にご配慮
磁 撃苔部でご確認下さい。け

―ガル長ψ―ガル径等によ許容電圧は+22V～ +26Vです。電圧はフ
°
□―フ

リ電圧降下の生ずる場合があります。)
電源は端子台「+24V]と「OV」に接続 して ください。電源入力部には逆接続保護夕

゛
イオードを有 しま

すが、接続の際は極性を誤らないよう充分ご注意
ミ込ど島ったものをご使用 ください。(定格の■5消費電流は最大100mAです、電源容量にはヲ

倍程度以上)

2.9出 力

電圧出力は「V Out」と「COM」端子間に出力されます。
電圧出力の最大出力電流は5mAですが、接続機器の負荷抵抗は、電圧降下が精度に影響を与える

場合もあるため5K Ω以上にして下さい。
電流出力は「I out」から出て「COM」にもどります。(オフ

°
シヨンです、あらかじめご指示下さい。)

電流出力の負荷抵抗は500Ω以下です。
「OV」を「COM」端子の代用としてはいけません。「OV」と「COM」端子は別の線を使用してください。

アラーム信号はオーフ
°
ン]レクター出力でフロート(または検出マグネット)の故障、脱落時にオンとなります。

(]レクタ
ー電圧DC30V、コレクタ

ー電流50mA)

一 /― /一 /― /― ′ ― /― /― /― /～ ′ ― /― /～ ′ ― ′ ― /― ′ ― ′一 /― ′ ― /～ /― /″ /― /一 /一 /― /～ ′ ～ /～ /一 /4 8-/一 /一 /“

先端デッドゾーン

一M2マ ク
゛
ネ (先端デッドゾーン)



3  代 表的1生育ヒ

〓
日

度

線 形 性 ±0.05 % F S以下 TY P

分 解 能 0 . 0 1 % F S以下

繰 り返 し精度 ±0. 0 1 % F S以下

温度特性 +40ppmFS/°C

出

力

電圧出力 0～10V D Cま たは 10～OVD C (負荷電流 Max 5 m A、負荷抵抗 Min 2 kΩ)

電流出力 4～2 0 m A  ま たは 20～4 m A (負荷抵抗 Ma x  5 0 0 0 )

警報出力 オフ
°
ンコレクタ(3 0 V  O . l A )

周波数特性 走査周波数 100H z～lkH z (ストロークにより異なる)

源 +24VDC(± 2V)0.lA

環
　
境
　
性

耐  圧 35MPa(フ
°
□―フ
゛
ロット
゛
音β) lMPa(φ 50SUS316フロート)

使用温度範囲 - 2 0°C～+ 6 0°C (結露不可 )

保存温度範囲 - 4 0°C～+ 8 0°C (結露不可 )

耐 振  動 6G(ま たは401iz 2mmpp)

耐 衝  撃 50G(2ms)

保 護 規 格 IP65

阪 爆 記 号 Exd ll CT6

*上 記精度は有効ストローク300alm以上に適用されます。

4. フ
°
□―フ
゛
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゛
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°
ナ

本フ
°
□―フ
゛
はフ
°
□―フ
゛
ヘッドを開けると耐圧防爆性能が失われます。危険場所で誤つてフ

°
日―フ
゛
ヘッドを

開けられないようフ
°
□―フ
゛
ヘッドを開けるには本フ

°
□―フ
゛
ヘツドオーフ
・
ナの特殊工具を必要とします。
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5 .外 形図

材質 フ
°
ロフ
゛
ヘッド

フ
°
日―フ
゛
ロット
゛

G1/2(電線管用)

:アルミ合金
:SUS316

(193)

R3/4

30

(,主l)

50
根元デッドゾーン

有効ストローク

(,主2)
100

先端デッドゾー

30

( ,主1 )
50
根元デッドゾーン

有効ストローク

(j主2)
100

先端デッドゾーン

注1.根元デッドゾーンはあらかじめご指定

いただけると変更ができます。

フロー トがデッドゾーンにはいるおそ

れのある場合はオブシヨンのフロ
ー ト

ス トッパーをご使用下さい。

注2.先端デッドゾーンは有効ス トロ
ークお

よび使用温度等により最大130mmまで

増加します。

注3.最低液位は先端デッドゾ
ーンの変更、

液比重により変動します。

φ50SUS316フロート

Γ
Ｉ
Ｆ
Ｌ

78

最低液位

(比重10)

(液面計仕様) (変位計仕様)

φ10またはφ138

N o  T 1 6 - M 2
マクネット

φ10またはφ13.8




